
カタログ購買は進めるべきか
カタログ購買から始める支出統制・最適化

購買ネットワーク会 代表

梅原 広行

本プレゼン資料は一部の挿入ページ（自己紹介）を除いてすべてGenAIにて自動作成されています
「購買ネットワーク会過去資料」「過去講演資料」をAI処理し

独自のプロンプトを加えて生成された資料をさらに手作業にてシンプル化したものです
なお、この文章は人間が書いたものです
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自己紹介 −梅原 広行−

2000- Procter & Gamble

2005- 日産自動車

2010- ノバルティスファーマ

2015- ベネッセホールディングス

2018- ファーストリテイリング

2024- アクセンチュア

兼

2017- 購買ネットワーク会代表

趣味、特技 ： ゴルフ（BS 78）、スキー（SAJ/SIA指導員、元日本選抜）
世界遺産巡り、カメラ、最新家電、生物学、ダイビング、登山、車、釣り、カラオケ

苦手、嫌い ： 宗教、水、高所、感覚論、英語、団体競技、ネガティブ思考、トマトジュース
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購買ネットワーク会とは

「日本の購買を変えていく取り組みをしよう！」
という思いのもと、800社・2500人を越える購買
関連ビジネスパーソンが集まる調達・購買業界に
おける日本最大の組織です。

Bimonthly Session

年6回のオンライン開催

Quarterly Session

年4回のオンライン開催

分科会

若手会、川崎会、HUB会など

http://co-buy.sakura.ne.jp
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外部環境と打ち手（参考例）

物価上昇

人員不足

購入内容の見直し

オペレーションの
効率化

採用・BPO

数量の統制

仕様の統制

購入行為の簡略化
（内部でのプロセス）

受発注行為の簡略化
（外部とのプロセス）

外部環境要因の課題 主な打ち手 打ち手実行内容 カタログ化でできること

• 購入数量、仕様の
規制

• 購入量の集約
（集中購買）

• 承認プロセスでの抑
制

• 内部購入プロセス
の簡略化

• 見積、発注、請求
行為の簡略化

近い将来においてどの企業も直面する課題を「物価上昇」「人員不足」の２つに集約して考えた場合のカタログ購買の優位性につ
いて検討した
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削減

効率化



企業における購買活動

④データ基盤

③パーチェシング

①ソーシング

購入要求 見積 発注
受入
検収

支払

カタログ管理

在庫管理

需要・受給予測

統制

データ分析

カテゴリごとの購買戦略

購買システム

②サプライヤ・マネジメント
サプライヤリスク管理

情報管理

サプライヤ評価・改善
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• 事業の直接的な費用(原材料など)ではなく、事業運営上で間接的に必要な物品やサービス
• 以下は間接材の一例となる
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間接材の定義



カタログ購買利用法
カタログで購入できないモノ・サービスはない（ほぼない）

物品

サービス

事務用品
ITハード
オフィス家具
販促品

など

業務委託
派遣
メディア
工事作業
水光熱
通信費

など

主なアイテム

• 都度見積の必要がある
• 発注後に金額が変わる

（発注時に数量が確定し
ないなど）

• 一度きりの発注
• 新規発注

カタログ化の障壁

➢ カタログはひとつ
➢ １対１の原則
➢ 分解見積での契約
➢ 単価１円設定
➢ Change PO

カタログ利用におけるオペ
レーション複雑化をAIで解
決

カタログ利用のポイント※

※）口頭にて詳細説明

• 都度見積の必要がある
• 発注後に金額が変わる

（発注時に数量が確定し
ないなど）

• 一度きりの発注
• 新規発注
• サービスはカタログ化で
きないというマインド
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組織文化の変革(チェンジマネジメント)
間接費用を下げたらそれを使わせない仕組みと削減額をプールするルールを作る

直接材費（原価） 間接材費
利
益

売上1000億円

450億円 300億円 50億円

2.5億円 (+5%)
増加

毎年2.5億円（0.8%）の
削減をすれば良い

削減額しても使い切る文化 必要なこと

2.5億円削減できたが
使い切ってしまう

削減額をP/Lへ反映させられない

期初予算計画以外の支出に対する
例外承認プロセスを作る

間接材の削減額をプールするための
仕組み・ルールを作る。

予算の予実を管理する
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削減を利益に（事例）
残予算と削減コストの切り分けに向けて適切な予算管理体制をとり、当年度の削減コストを反映する形で次期予
算を作成することが必要

部
門

調
達
購
買

調
達
購
買

経営企画

部門予算
管理者

削減額
プール

次期
予算

各部門削減ターゲット

部
門

経
営
企
画

調
達
購
買

予算外稟議部門

削減額申請

部門横断削減
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マネジメント・他部門巻き込んだ全社活動
購買部門単独または、担当者任せにせずに、マネジメント・他部門も巻き込んだ全員参加の活動とする。

ユーザー/関連部門が多岐にわたる 必要なこと

間接材の調達・購買活動
は、多部門、工場、拠点、
関連会社など、企業を構
成するあらゆる組織が実施
し、かつ、社員の大多数が
購入にかかわる可能性

組織横断で間接材削減
活動をリードするリーダー
シップ

他部門との連携
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間接材費用の見える化
データ管理するためのプロセス・ルールと見積・発注の仕方を統一する

データ管理プロセス・ルールの不在 必要なこと

データ入力時のルール
どの部門が、なぜ、そのタイミ
ングと価格で当該の間接材
を購入したか

データを管理するためのプロセ
スやルールの不在

各部門・ユーザーでさまざま
な方法で見積・発注

見積書・発注書フォーマットの
統一
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